
学校番号 120 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ａ 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 「現代文Ａ」 （大修館書店） 

副教材等 新版四訂 新訂総合国語便覧（第一学習社） 漢字練習ノート（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ 

・２年生では様々な角度から物事を捉えることが出来るように、多くの文章に触れ、理解を深め

ていきます。 

・意見の交換や文章記述など、活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・毎授業、漢字の学習も行い、基礎的な力も身につけましょう。 

・授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

・授業に積極的に参加する自主性がある。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じて効

果的に話し、的確に

聞き取ったり、話し

合ったりして、自分

の考えをまとめ、深

めていく。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字など

について理解

し、知識を身

に 付 け て い

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等の行動の評

価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、定期考査） 

記述の確認及び

分析 

（ ワ ー ク シ ー

ト、定期考査） 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワ

ークシート

等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

考
え
る
こ
と
を
学
ぶ 

【近代以降】 

 

教材： 

「どんな人になりたかった

か」 

ワークシート 

○ ○    a:疑問に思ったことを自主的

に調べることが出来る。 

b:話すこと・聞くことに必要な

文の基本的な組立てについて

理解している。 

ａ、b： 

行動の観察

と確認、定期

考査 

文
学
を
味
わ
うⅠ

 

【近代以降】 

 

教材：  

「山月記」 

 

○ ◎  ◎ ○ a: 物事の様子や場面などを想

像しながら、本文の内容に関心

を持ち、読んでいる。 

b:文章に対して、自らの意見を

持ち、他者にわかりやすく表現

している。 

d:文章に書かれている内容を

的確に読み取ることが出来る。 

e:伝統的な言語文化及び言葉

の特徴について理解している。 

a、b、d、e：記

述の点検と

確認及び分

析、行動の

観察、定期

考査 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

〈評論についての意見文

を書くことで、文章の書き

方を学ぶ〉 

 

教材：「排球、そして千利

休」 

ワークシート 

○   ◎ ○ a:文章の構成や展開を確かめ、

文章の内容にふさわしい語

句、表現の技法が用いられて

いることを理解している。 

d:文章の構成や展開を的確に

読み取ることが出来る。 

e:漢字や言葉に関する知識を

理解している。 

a、d、e：記述

の点検と確

認 及 び 分

析、行動の

観察、定期

考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

ざしきわらし 

 

教材： 

ワークシート、 

 

○   ○  a:物事の様子や場面などを、言

葉を通してありありと想像

し、積極的に内容を理解しよ

うとしている。 

d:小説における表現の特徴や

文の組立てについて理解し

ている。 

a、d：記述の

点検と確認

及び分析、

行 動 の 確

認、定期考

査 

２
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

【近代以降】 

 

教材： 

「情報の力関係」 

「幸せの分量」 

○   ○ ○ a:評論文の構成や展開を確か

め、文章の内容にふさわしい

文体や語句、表現の技法が用

いられていることを理解し

ている。 

d:文章の構成や展開を的確に

読み取ることが出来る。 

e:評論文の特徴を理解し、知識

を身につけている。 

a、d、e：記述

の点検と確

認 及 び 分

析、行動の

観察、定期

考査 



２
学
期 

文
学
を
味
わ
うⅡ

 

【近代以降】 

「こころ」 

 

教材：ノート・ワークシート 

 

○ ◎ ◎ ◎ ○ a:物事の様子や場面などを、言

葉を通して想像でき、内容に

関心を持っている。 

b：文章を読み解き、自分の意

見を持ち、それを表現できて

いる。 

c:相手に伝わるよう適切な文

章表記をすることができる。 

d：文章を的確に読み取り、場

面を想像して内容を味わう

ことが出来る。 

e:伝統的な言語文化について

理解している。 

a、b、c、d、

e：記述の点

検と確認及

び分析、行

動の確認、

定期考査 

３
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅢ

 

【近代以降】 

「家族化するペット」 

 

○   ○  a:相手の考えを踏まえて自分

の考えを説明しようとして

いる。  

d:評論文の表現や展開をふま

えて、内容を理解している。 

a、d：記述の

点検と確認

及び分析、

行 動 の 確

認、定期考

査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力  d:読む能力    e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


